


　5月6日に、水元公園全域を対象とした市民参加型調査「カワセ

ミ個体数一斉調査」を実施しました。今回は総勢80名での調査と

なり、少なくとも7羽のカワセミ（　　）が確認されました。

　カワセミ個体数一斉調査は、2023年1月、5月、12月にも実施

され、今回で4回目。これらの比較で、ようやく水元公園における

カワセミの個体数変動の傾向が見えてきました。

　まず、それぞれの確認個体数の比較から、繁殖期である春は、

非繁殖期である冬よりも個体数が減少傾向を示すようです。また

繁殖期には、同一個体と思われるカワセミが非繁殖期よりも広い

範囲を利用していたことから、カワセミは繁殖期には、育雛のた

めにより広いなわばりを作る可能性が示唆されました。

　確認された地点は、主に水元かわせみの里周辺・水辺のさと周

辺・不動池です。繁殖期のカワセミは営巣環境のある場所になわ

ばりを作るため、水元大橋以北では、水元かわせみの里周辺以外

はカワセミの繁殖に向かない可能性もあります。

　水元公園では年間を通して見られるカワセミですが、その中で

も季節によって、様々な変動があることが見えてきました。これ

らの推察をさらに明確にしていくためにも、今後も引き続き、調

査を続けていけたらと思います。（小林）

5/6 カワセミ　当日に行われた『カワセ
ミ個体数一斉調査』により、水元公園全
域で、少なくとも7羽が確認された。

5/10 ヒルガオの仲間　昼間に花を開
く、アサガオに似た花。水元公園の園
路脇の草地でよく見られる。

１

5/4 ダイサギ　小合溜の中へ、体がぎ
りぎり沈まない程度の水深まで入ってい
き、魚を狙っていた。

5/3 ウチワヤンマのヤゴ(幼虫)　東京都
内では生息域が限られている希少なトン
ボ。水元公園では普通に見られる。

5/1 アオモンイトトンボ　春から秋ま
での間、水上や水辺近くの草地などでよ
く見られる。腹部が糸のように細長い。

２ ３

日々変わりゆく小合溜の自然を、
お散歩隊が見つけて紹介します！発見!お散歩隊がゆく

5/9 ニジュウヤホシテントウ　ナス科や
ウリ科の植物の葉を食べるテントウムシ
の一種。全身に小さな毛が生えている。

４

5/14 ゴマダラチョウ　冬を越した幼虫
が羽化し、野草園周辺を飛んでいた。成
虫は樹液や腐った果実などを吸う。

５

5/4 クスノキ　水元公園全域に植樹され
ている。小さな花には、ハエやアブの仲
間などが、花蜜や花粉を求めて訪れる。

６

７

5/10 トチノキ　円錐形の大きな花序を
つける。樹高が高いため花の位置も高く
判りづらいが、花には甘い香りがある。

● 写真を撮った場所を地図上に示してありますが、他の場所でも見られます。皆さんもぜひ見つけてみましょう。２
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専門員コラム

９

「見えてきたカワセミの生息状況」の話

５
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